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•今日こそ俺はやるぞ！

•やるぞ、 やるぞ、 やるぞ！

•やってみてから考えろ！

•今日こそ俺はやるぞ！

•やるぞ、 やるぞ、 やるぞ！

•やってみてから考えろ！
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■■生産革新活動状況生産革新活動状況
改善事例：室内機組立ラインの集約化改善事例：室内機組立ラインの集約化
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① 組立動線短縮① 組立動線短縮

● 改善成果 ① 組立動線距離 ８０m短縮
② 熱交換器運搬距離 ５０m短縮
③ 部品運搬距離 ８０m短縮

③ 部品運搬短縮③ 部品運搬短縮

室内機組立ライン
を熱交側に集約

運搬・動線距離の短縮運搬・動線距離の短縮運搬・動線距離の短縮

８０ｍ短縮８０ｍ短縮８０ｍ短縮 ②熱交運搬短縮②熱交運搬短縮
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活スペースを表す

活スペース（２５,８７５㎡⇒２１,１１２㎡）活スペース活スペース（２５（２５,,８７５８７５㎡⇒㎡⇒２１２１,,１１２１１２㎡㎡））

４,７６３㎡４４,,７６３７６３㎡㎡

■■生産革新活動状況生産革新活動状況
改善事例：室内機組立ライン集約後の活スペース改善事例：室内機組立ライン集約後の活スペース

２０２０



■■生産革新活動状況生産革新活動状況
改善事例：活スペースの状態（コンベア撤去後）改善事例：活スペースの状態（コンベア撤去後）

コンベア撤去後の活スペースコンベア撤去後の活スペースコンベア撤去後の活スペース

「ムダ」を廃除した結果
生れた空間（活スペース）

「ムダ」を廃除した結果「ムダ」を廃除した結果
生れた空間（活スペース）生れた空間（活スペース）

２１２１



■■生産革新活動状況生産革新活動状況
改善事例：活スペースの活用改善事例：活スペースの活用

活スペースの有効活用活スペースの有効活用

倉庫保管費用の削減倉庫保管費用の削減倉庫保管費用の削減

活スペース本来の目的は、
拡大生産や新規事業用に活用

活スペース本来の目的は、活スペース本来の目的は、
拡大生産や新規事業用に活用拡大生産や新規事業用に活用

２２２２



■■第第11期期 生産革新活動成果（目標＆実績）生産革新活動成果（目標＆実績）
①①．活人（２００２年１月～６月）．活人（２００２年１月～６月）

目標・・直接人員（目標・・直接人員（540540名）の名）の△△２０％２０％⇒⇒１０８名１０８名

※※効果金額算出基準効果金額算出基準 ５，０００千円／人・年５，０００千円／人・年

●●活人の「収支貢献度」は活人の「収支貢献度」は20032003年年33月度の期末実績で評価する月度の期末実績で評価する

人 金額
（百万円）

人 金額
（百万円）

64 320 99 495 154%
小   形 21 105 73 365 347%
吸収式 23 115 19 95 82%
108 540 191 955 176%計

達成率

足利生産部

大泉生産部

目    標 実    績

直接人員の△２０％（１０８名）直接人員の直接人員の△△２０％（１０８名）２０％（１０８名） 最終努力
目標

最終努力
目標

最終努力
目標

２３２３



■■第２期第２期 生産革新活動成果（目標＆実績）生産革新活動成果（目標＆実績）
①①－２．活人（２００２年７月～１０月迄）－２．活人（２００２年７月～１０月迄）

目標・・在籍人員（目標・・在籍人員（581581名）の名）の△△３５％３５％⇒⇒２００名２００名

※※効果金額算出基準効果金額算出基準 ５，０００千円／人・年５，０００千円／人・年

●●活人の「収支貢献度」は活人の「収支貢献度」は20032003年年33月度の期末実績で評価する月度の期末実績で評価する

人 金額
（百万円）

人 金額
（百万円）

104 520 51 254 49%
小   形 53 265 62 312 118%
吸収式 43 215 9 45 21%
200 1000 122 611 61%計

達成率

足利生産部

大泉生産部

目    標 実    績

直接人員の△２０％（１０８名）直接人員の直接人員の△△２０％（１０８名）２０％（１０８名）
最終努力
目標

最終努力
目標

最終努力
目標

２４２４



■■第第11期期 生産革新活動成果（目標＆実績）生産革新活動成果（目標＆実績）

②②．活スペース（２００２年１月～６月）．活スペース（２００２年１月～６月）

目標・・現有面積（目標・・現有面積（120,000120,000㎡㎡）の）の△△１６％１６％⇒⇒１１9,1309,130㎡㎡

フロア
（㎡）

金額
（百万円）

フロア
（㎡）

金額
（百万円）

7,130 93 17,481 227 245%

小   形 8,000 104 7,216 94 90%

吸収式 4,000 52 6,551 85 163%

19,130 249 31,248 406 163%

足利生産部

大泉生産部

計

目    標 実    績
達成率

※※効果金額算出基準効果金額算出基準 １３千円／１３千円／㎡㎡・年・年

※※改善シートの累計及び工場リニューアルを含む改善シートの累計及び工場リニューアルを含む

２５２５



■■第２期第２期 生産革新活動成果（目標＆実績）生産革新活動成果（目標＆実績）

②②－２．活スペース（２００２年７月～１０月迄）－２．活スペース（２００２年７月～１０月迄）

目標・・現有面積（目標・・現有面積（120,000120,000㎡㎡）の）の△△１６％１６％⇒⇒20,00020,000㎡㎡

フロア
（㎡）

金額
（百万円）

フロア
（㎡）

金額
（百万円）

2,000 26 4,915 64 246%

小   形 13,600 177 7,404 96 54%

吸収式 4,400 57 606 8 14%

20,000 260 12,925 168 65%

足利生産部

大泉生産部

計

目    標 実    績
達成率

※※効果金額算出基準効果金額算出基準 １３千円／１３千円／㎡㎡・年・年

※※改善シートの累計及び工場リニューアルを含む改善シートの累計及び工場リニューアルを含む

２６２６
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■■第第11～２期～２期 生産革新活動成果（目標＆実績）生産革新活動成果（目標＆実績）

③③．部品仕掛在庫（２００２年１月～１２月迄）．部品仕掛在庫（２００２年１月～１２月迄）

目標・・前年比目標・・前年比△△３０％３０％

％

目標；前年比３０％減目標；前年比３０％減

２７２７



■■今後の目標今後の目標

①製造原価の低減

・生産性３０％アップ

②活スペースの活用

・足利・大泉工場を大泉に集約・統合し、新工場立上げへ

・活スペース：６５，０００㎡

・統合効果 ：８億円

③製品在庫半減

・月次生産計画から毎週ローリング生産計画へ

④生産リードタイム半減

・ＳＣＭによる受発注リードタイムの短縮

①①製造原価の低減製造原価の低減

・生産性３０％アップ・生産性３０％アップ

②②活スペースの活用活スペースの活用

・足利・大泉工場を大泉に集約・統合し、新工場立上げへ・足利・大泉工場を大泉に集約・統合し、新工場立上げへ

・活スペース：６５，０００・活スペース：６５，０００㎡㎡

・統合効果・統合効果 ：８億円：８億円

③③製品在庫半減製品在庫半減

・月次生産計画から毎週ローリング生産計画へ・月次生産計画から毎週ローリング生産計画へ

④④生産リードタイム半減生産リードタイム半減

・ＳＣＭによる受発注リードタイムの短縮・ＳＣＭによる受発注リードタイムの短縮

２８２８



■■会社概要会社概要

◆会社名 三洋電機株式会社

・三洋電機㈱から、業務用空調機器部門及び、ホーム空調部門を

分離し、国内販売・サービス会社と合併、空調機器総合メーカー

として分社独立

◆売上高

・１，３３０億円（２００１年度）

◆従業員数

・２，１７８名（２００２年１２月末）

◆事業内容

・家庭用から地域冷暖房までの設計・製造・販売・エンジニアリング

メンテナンスを手がける総合空調機メーカー

◆◆会社名会社名 三洋電機株式会社三洋電機株式会社

・三洋電機・三洋電機㈱㈱から、業務用空調機器部門及び、ホーム空調部門をから、業務用空調機器部門及び、ホーム空調部門を

分離し、国内販売・サービス会社と合併、空調機器総合メーカー分離し、国内販売・サービス会社と合併、空調機器総合メーカー

として分社独立として分社独立

◆◆売上高売上高

・１，３３０億円（２００１年度）・１，３３０億円（２００１年度）

◆◆従業員数従業員数

・２，１７８名（２００２年１２月末）・２，１７８名（２００２年１２月末）

◆◆事業内容事業内容

・家庭用から地域冷暖房までの設計・製造・販売・エンジニアリング・家庭用から地域冷暖房までの設計・製造・販売・エンジニアリング

メンテナンスを手がける総合空調機メーカーメンテナンスを手がける総合空調機メーカー

２２



製品：ラインアップ製品：ラインアップ

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ ｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝｶﾞｽﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 石油暖房機石油暖房機

ﾋｰﾎﾟﾝ給湯機ﾋｰﾎﾟﾝ給湯機 ﾙｰﾑｴｱｺﾝﾙｰﾑｴｱｺﾝ 吸収冷温水機吸収冷温水機

３３



■■三洋電機空調三洋電機空調((株株))の目指すものの目指すもの
業界Ｎｏ業界Ｎｏ..１のモノづくり１のモノづくり

トップダウン・ボトムアップによる

製造力・品質保証力の向上

トップダウン・ボトムアップによるトップダウン・ボトムアップによる

製造力・品質保証力の向上製造力・品質保証力の向上

Ｓｍａｒｔ２１

製造力・品質

の向上

Ｓｍａｒｔ２１Ｓｍａｒｔ２１

製造力・品質製造力・品質

の向上の向上

先進的生産方式の習得
フォローアップフォローアップ

●第１期
２００２年１月～６月

●第２期
２００２年７月～１２月

●●第１期第１期
２００２年１月～６月２００２年１月～６月

●●第２期第２期
２００２年７月～１２月２００２年７月～１２月

ＴＯＰ現場診断ＴＯＰ現場診断

可能にする手段

生産革新

可能にする手段

生産革新生産革新

現場自主改善現場自主改善

他社のﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ他社のﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ

継続・水平展開

・トヨタ
・東芝キャリア
・日立清水
・ＮＥＣ
・等など

・変形労働
・活スペース
・こもり試験
・ＰＣＭ鋼鈑
・等など

三現主義三現主義三現主義

４４



■基礎固め

・ベンチマーキング

・社内勉強会

２００１年９月～

■ムダの追求

（Low Ｃｏｓｔ）

・コンサル開始

・生産方式変革

（室内機分業化⇒セル化）

・工場リニューアル

●活動内容

①TOP現場診断

②作業改善研究講座

③第１期社内ﾄﾚｰﾅｰ養成講座

④東京PEC会ﾄﾚｰﾅｰ養成講座

⑤工場経営研究講座

2001年10月～2002年６月

導 入 期

仕組み作り ■短サイクル

（Hi-Speed）

・生産リードタイム短縮

・生産管理システム改革

・製品回転在庫削減

定 着 化

●活動内容
①ＴＯＰ診断内容充実
②第２期社内ﾄﾚｰﾅｰ養成講座
③東京PEC会ﾄﾚｰﾅｰ養成講座
④工場経営研究講座

2002年７月～2002年１２月

製造力
向上製造力
向上

■■生産革新活動推進計画生産革新活動推進計画■■生産革新活動推進計画生産革新活動推進計画

５５



■■コンサタント（ＰＥＣ）コンサタント（ＰＥＣ）

●●生産革新活動生産革新活動の導入の導入
①①「トヨタ生産方式」「トヨタ生産方式」の徹底的研究の徹底的研究

②②「「セル生産」セル生産」によるモノづくりによるモノづくり

企業の生き残りを賭けて企業の生き残りを賭けて

製造力・品質の向上で「製造力・品質の向上で「業界業界No1.No1.のモノづくり」に挑戦のモノづくり」に挑戦

「生産性向上２０％」（２００２年度）「生産性向上２０％」（２００２年度）

（（Smart21Smart21目標目標 ；； ２００３年度２００３年度 ⇒⇒ ３０％）３０％）

理論と実践理論と実践理論と実践

６６



■■コンサルタントコンサルタント

□□第１期第１期 （２００２年１月～６月）（２００２年１月～６月）
①①第４６期作業改善研究講座・第４６期作業改善研究講座・ⅡⅡ部会（４名）部会（４名）

②②第１９期東京ＰＥＣ会ﾄﾚｰﾅｰ養成講座（２名）第１９期東京ＰＥＣ会ﾄﾚｰﾅｰ養成講座（２名）

③③第１期社内ﾄﾚｰﾅｰ養成講座第１期社内ﾄﾚｰﾅｰ養成講座((２８名２８名))

④④工場経営研究講座（１名）工場経営研究講座（１名）

□□第２期第２期 （２００２年７月～１２月）（２００２年７月～１２月）

①①第２０期東京ＰＥＣ会ﾄﾚｰﾅｰ養成講座（２名）第２０期東京ＰＥＣ会ﾄﾚｰﾅｰ養成講座（２名）

②②第２期社内ﾄﾚｰﾅｰ養成講座第２期社内ﾄﾚｰﾅｰ養成講座((２８名２８名) ) 

③③第１期社内自主研修（２８名）第１期社内自主研修（２８名）

受講者
３５名
受講者受講者
３５名３５名

受講者
５８名
受講者受講者
５８名５８名

指導者１００名目標指導者１００名目標指導者１００名目標

７７



■■生産革新活動の第１歩生産革新活動の第１歩
（意識改革：やる（意識改革：やるぞぞコール）コール）

•今日こそ俺はやるぞ！

•やるぞ、 やるぞ、 やるぞ！

•やってみてから考えろ！

やるやるぞぞコールの率先垂範コールの率先垂範

製造部門：毎朝全員で実践製造部門：毎朝全員で実践

８８



■■生産革新活動状況生産革新活動状況
ＴＯＰ現場診断と自主活動の実施ＴＯＰ現場診断と自主活動の実施

部　門 工　　程

組立 ◎ 　 ○ ● ● ● ● ◎

熱交・板金 　 ●

組立 ◎ 　 ○ ● ◎ 　 ● ●

前工程 ◎ ○ ● ● ○

組立 ◎ 　 ○ ◎ 　 ○ ● ● ● 　 ● ●

熱交・板金 ◎ ● ● ○

組立 ◎ 　 ○ ◎ 　 ● 　 ○ ● ◎ 　 ○

準備 ○ ○

燃焼 組立 ◎ 　 ● 　 ○

ガス 組立 ◎ ○ ●

活動回数 合計 1 3 5 5 6 4 1

ＧＨＰ

５月 ６月 ７月

ＰＡＣ

吸収式

ＲＡＣ

１１月 ４月

10 13

１２月 １月 ２月 ３月

◎◎印：ＴＯＰ診断日印：ＴＯＰ診断日 ○○印：ＴＯＰ診断フォロー日印：ＴＯＰ診断フォロー日 ●●：自主活動日：自主活動日

◆出席メンバー

①．ＴＯＰ現場診断

島田社長・大桑（取）・佐藤（取）・関係部署長

②．自主活動

社内トレーナー養成講座受講生

９ヶ月で４８回９ヶ月で４８回９ヶ月で４８回

１１１１
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■■生産革新活動状況生産革新活動状況
改善シートとＴ０Ｐ現場診断改善シートとＴ０Ｐ現場診断

改善シート改善シート改善シート ＴＯＰ現場診断ＴＯＰ現場診断ＴＯＰ現場診断

ＲＡＣＲＡＣＲＡＣ 吸収式吸収式吸収式足利足利足利

改善シート
３６０枚
改善シート改善シート
３６０枚３６０枚

生産革新活動
１０ヶ月間の成果
（１月～１０月）

生産革新活動生産革新活動
１０ヶ月間の成果１０ヶ月間の成果
（１月～１０月）（１月～１０月）

改善の積み重ね改善の積み重ね改善の積み重ね

１４１枚１４１枚１４１枚 ７４枚７４枚７４枚１４５枚１４５枚１４５枚

１３１３



■■生産革新活動状況生産革新活動状況
改善前のラインレイアウト図改善前のラインレイアウト図
＜ＰＡＣ組立・熱交ライン＞＜ＰＡＣ組立・熱交ライン＞

PAC（室外機）組立ﾗｲﾝ （ＰＡ／ＰＢ）

ｶﾞｽ機器組立ﾗｲﾝ

受入

生産部
事務所

ＨＰﾍﾞﾝ
ﾀﾞｰ

部品供
給ﾚｰﾝ

部
品
納
入
ス
テ
|
シ
ョ
ン

受入

新PVﾗｲﾝ

HPﾌﾟﾚｽ

拡管ﾌﾟﾚｽ

熱
交
室
外
機
ラ
イ
ン

熱
交
室
内
機
ラ
イ
ン

Ｐ
Ａ
Ｃ
組
立
ﾗ
ｲ
ﾝ

Ｐ
Ａ
Ｃ
組
立
ﾗ
ｲ
ﾝ

熱交完
成品置
場

ＰＡＣ（室内機）組立ﾗｲﾝ（ＰＳ）

特設（旧ＡＣ）立ﾗｲﾝ

石油ＦＦ式暖房機組立ﾗｲﾝ

カートリッジﾀﾝｸ加工ﾗｲﾝ

事
務
所 熱

交
完
成
品
置
場

ＰＡＣ（室内機）

組立ﾗｲﾝ

（ＰＨ）

石油ＦＨ組立ﾗｲﾝ

ＰＡＣ（室内機）組立ﾗｲﾝ（ＰＤ）

ＰＡＣ（室内機）組立ﾗｲﾝ（ＰＣ）

（ＰＥ） （ＰＦ）

部
品
高
層
ラ
ッ
ク

１４１４



■■生産革新活動状況生産革新活動状況
改善前のコンベア生産（組立）改善前のコンベア生産（組立）

ＰＡＣ室内機組立ラインＰＡＣ室内機組立ライン

①固定観念（現状容認）
②工程間の仕掛りが多い
③リードタイムが長い
④移動・運搬距離が長い
⑤ラインバランスロスがある
⑥手待ちが分からない

①①固定観念（現状容認）固定観念（現状容認）
②②工程間の仕掛りが多い工程間の仕掛りが多い
③③リードタイムが長いリードタイムが長い
④④移動・運搬距離が長い移動・運搬距離が長い
⑤⑤ラインバランスロスがあるラインバランスロスがある
⑥⑥手待ちが分からない手待ちが分からない

１２０ｍの
直線コンベア
（重厚長大）

１２０ｍの１２０ｍの
直線コンベア直線コンベア
（重厚長大）（重厚長大）

１６１６



■■生産革新活動状況生産革新活動状況
改善事例：コンベア生産からの脱却・撤去改善事例：コンベア生産からの脱却・撤去

２Ｓ２Ｓ２Ｓ

ムダ取り
●２大ムダ
停滞、動作・運搬

ムダ取りムダ取り
●●２大ムダ２大ムダ
停滞、動作・運搬停滞、動作・運搬

間締め間締め間締め

コンベア外しコンベア外しコンベア外し

１７１７



■■生産革新生産革新活動状況活動状況
改善事例：コンベア生産から台車セル生産へ改善事例：コンベア生産から台車セル生産へ

２０ｍの
Ｕ字ライン
２０ｍの２０ｍの
Ｕ字ラインＵ字ライン

最終到達目標である
１人屋台方式に向かって
今後も改善を積み重ね
進化させて行く！

最終到達目標である最終到達目標である
１人屋台方式に向かって１人屋台方式に向かって
今後も改善を積み重ね今後も改善を積み重ね
進化させて行く！進化させて行く！

生産性向上
２０％に挑戦中
生産性向上生産性向上
２０％に挑戦中２０％に挑戦中

１８１８


